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2Na-7　　　　衣服パターンの自動製図に関する研究

　　　　　　　○畠山絹江*飯田尚紀*゛

　　　　　　　　（*京都女子大学短大**産業技術短大）

　【目的】アパレル業界においては，大手メーカから中小企業までＣＡＤシステムが多＜利用され，

最近で＼ま/<ターンメーキングシステムも，二次元から三次元表示にまで発展して来た。一方，コン

ピュータの世代交代もサイクルが早く，性能もアップし教育現場においてもWindows環境での機

器更新がなされている。本研究では，これらの状況に鑑み，汎用的なWindows環境でのパターン

製図が出来るソフトを開発し,パターン設計･製図教育や実習などで活用出来ることを目的とした。

　【方法】自動製図プログラム作成は, Windows95/98/NTのプログラム開発言語「Microsoft Visual

Basic 6」を使用した。作図用の画面は，コントロールと呼ばれる部品を使って，初心者でも操作が

し易いようにユーザインターフェイスを考慮して，

フォームをデザインしアルゴリズムを構築した。パターン製図に不可欠な身体寸法ならびにゆとり

量を入力し，描画ボタンをクリックするとパターンが表示され，出力結果を理解・認識させるよう

に設計した。身ごろ・袖・スカート原型をはじめ，デザインに対応したパターンの自動製図が出来

るようにした。

　【結果】①プログラムを実行すると，瞬時に入力寸法と作図結果が表示され，ユーザの体型に対応

したパターンが得られる。②自由曲線で生成したアームホ→レや衿つけ寸法を計算させ，画面上に

表示することができた。原寸大のパターンをメジャーで実測しなくてもよいなどのメリットがある。

③個人の身体寸法を入力するため，オーダ用のパターンメーキングシステムとして活用できるなど

の効果が認められた。

2Na-8　　　　　　　　密着衣服原型のガウスの曲率による形状抽出
　　　　　　　　　　○増田智恵＊　片山友子＊　福尾実千＊　今岡春樹＊*
　　　　　　　　　　　(＊三重大学教育，＊＊奈良女子大学生活環境)

　【目的】体表曲面を平面で構成する衣服パターンの形状は，ダーツとﾈｯｸﾗｲﾝ(NL),ｱｰﾑﾎｰﾙ
ﾗｲﾝ(ＡＨＬ)，ｳｪｽﾄﾗｲﾝ(WL),ｼｮﾙﾀﾞ,ﾗｲﾝ(SL),ｻｲﾄﾞｼｰﾑﾗｲﾝ(ＵＡＬ)から成る。ダーツやライン
の曲率は体表曲面の曲率を平面パターンに反映している。密着衣服原型を多面体モデルと
して閉曲面化すると，密着衣服原型のダーツとラインのガウスの曲率(欠損角:2 π－θ)
の総和はGauss-Bonnetの定理により4 n(ｵｲﾗｰ徽２×2 0の一定値になる。各被験者の密着
衣服原型の欠損角の配分を検討して，パターン形状の特徴抽出を試みた。
　【方法】青年女子203 名(平均年齢19.6才)の胴部半身の石膏体の密着衣服原型(密着
衣)を増田の立体裁断的密着衣の製図方法によりパソコンで自動作成，トワールで裁断，
石膏体上で適合性を確認した。各ダーツおよびSLとＵＡＬから形成されるNL, AHL，WL
のガウスの曲率を欠損角として角度で求めた。各部位の欠損角の総和を100％にして，欠
損角の各部位での配分からパターン形状の特徴を抽出した。
　【結果】密着衣の各ダーツやラインの欠損角の総和は，各被験者共に720度の一定値を
示した。各ダーツやラインの欠損角の配分の違いを把握することで，密着衣のガウスの曲
率による形状の特徴を容易に捉えることが可能になった。各ダーツの欠損角の総和の平均
配分は13.4 %で，バストダーツの割合が大きく，前肢線でのダーツには個人差が見られ
た。NL, AHL, WLの欠損角の総和の平均配分は86.6%でラインの欠損角のガウスの曲
率の割合は大きい。NLの欠損角の平均は11.7%で肩傾斜角度から形成された。AHLの欠
損角の平均は40.9%で，肩傾斜角度，各ダーツの欠損角の影響を受け，またWLの欠損角
の平均は34%で, ﾉぐｽﾄﾀﾞｰﾂなどのＷＬ上のダーツの欠損角の影響を受け形成されていた。
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